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1は じ め に
1.問題の所在
本報告では,明 治 ・大正期における結城紬生産地域の景観 と暮 らしを復原










しか し,かつての暮 らしぶ りに関する聞き取 り調査の中では,「昔は夫が
船 に乗っている間に留守番をしながら紬を織 る女性が多 くいた」という話を
聞 くことがあった。実際,当 該地域は江戸時代から明治期における鬼怒川水
































術の選択的複合の上に成 り立 っている」 ことを指摘 しD,それ ら複合的に組
み合わされた生業が相互に関係 しあう点にこそ,日本民俗文化の実態が見い
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で景観 と暮 らしを復原する。そしてさらに,そ の中で暮 らしを営んできた一
軒の機屋の分析を通 して,複 合的な生業構造を明らかにする。最後に第IV章










帯状に分布 していることがわかる(図2)。それを反映 して,関 城町や小山





図2鬼 怒川中流域の土地利用景観 一 明治末期～大正期 一


























おいて も旧結城町 ・旧絹村 ・旧絹川村を核心とする紡錘状の広が りを見せて
いることがわかる。
ll結城紬生産地域の景観 と暮ら し一 旧絹川村を事例として一
ここでは具体的に旧絹川村における明治期から昭和戦前期の景観と暮 らし
を復原することを通 して,紬生産が展開した舞台としての集落の特徴を検討
する。旧絹川村は鬼怒川流域に位置 し,中,久 保田,小森,鹿 窪,林 とい う
五つの集落か ら構成されていた(図4)。久保田や中には鬼怒川の河岸があ
り,特に久保田は河岸機能で栄えた町 として有名であった。同村の土地利用
























出所:矢 部 〈1990>124頁を加 筆修正。













図5旧 絹川村の土地利用 一 大正初期一
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表1茨 城県における旧町村別種米反当たり収量 (単位:石)
年次(年)西暦(年) 結城町 絹川村 上山川村 山川村 江川村 茨城県





2.0 一 1.0 2.2 一 1.0
明治40 1907
1





2.0 一 2.3 2.2 一 1.5
明治42 1909
1






























一 1.9 1.5 1.8 一 1.8
大正5 1916
1





1.8 2.0 1.6 1.8 2.1 1.5
大正7 1918
1
一 2.0 1.8 1.8 2.2 1.7





一 2.1 一 1.8 一
`
1.8
大正10 1921 2.0 1.9 一 1.8 一
I
L7





2.2 2.0 2.0 1.8 2.2
1
1.8
大正13 1924 2.3 2.2 2.1 1.8 23
.
1.7
大正14 1925121 1.9 1.9 1.8 1.8
`
1.7
昭和元 1926 L8 1.7 1.6 1.7 1.6
1
1.7
昭和2 1927122 2.0 2.0 1.7 1.7 1.8
昭和3 1928 2.1 1.9 1.8 1.6 1.7
.
L7
昭和4 1929115 1.6 一 1.6 一
念
L5
昭和5 1930 2.3 2.2 一 2ユ 一
.
2.0
昭和6 1931 11⑨ 1.9 1.7 L8 18
I
l.7
昭和7 1932 2.1 2.1 1.8 2.0 2.0 1.8
昭和8 1933 2.1 2.8 19 2.2 2.0
1
2.0
昭和9 1934117 2.2 1.6 L8 1.9
I
L7'
昭和10 1935 1.6 1.7 1.7 1.5 L7
1
1.4
昭和11 1936120 2.2 2.0 1.7 1.9
I
L9





2.1 2.0 1.9 1.3 1.6
1
1.3
昭和14 1939 2.4 2.2 2.2 2.0 2.1
1
2.1
昭和15 194011.1 2.0 1.9 2.0 L9 一
昭和16 1941 一 一 一 一 一 一
昭和17 1942 2.1 2.1 2.1 2.0 2.1 一
昭和18 1943 L9 2.0 1.9 1.8 1.9 一
昭和19 1944 2.0 1.8 1.8 1.8 1.9 一
昭和20 1945
1
1.4 1.4 1.2 1.3 1.3 L3
出所 「結城 市史 第三 巻 近現代 通史編」628頁[各町村r事 蹟簿』,大正11〈1922>～昭和3
〈1928>年,昭和6〈1931>～15〈1940>年「茨城県 米麦産額統計 」,昭和17〈1942>～20
〈1945>年「茨城県 の米」]。『茨城 県農業 史 第一巻』671頁,『茨城 県農業史 第三巻」244
頁,750頁,r茨城県農業史 第六巻」530頁によ り作 成。
注:1)「 結城 市史 第三 巻 近現 代通 史編」 には,少 数 第三位まで掲載 されていたが,栃 木 県
の統 計との比較を考慮 して,少 数第二位を四捨五入 した。
2)「一」 はデータな しを示 す。
3)茨 城県全体 に関 するデー タは 「水稲」 の推移 で あ り,「梗米」 その ものを把握す るこ




専 業 兼 業 計
農 業 357 90 447
工 業 43 247 290
商 業 48 29 77
鉱 業 一 一 『
漁 業 4 6 10
力 役 一 一 一
銀 行 会 社 員 1 一 1
官公吏 ・自由業 8 一 8
その他 の 職業 72 317 389
計 533 689 1222
出所:旧 絹川村役場文書 によ り作成。




それにもかかわ らず,作 付面積や農産物構成からみて,当 時の旧絹川村には
米の基幹性が一貫 して確立 していなかったことが窺える。この事実は,単 な




た る生産地域であり,鹿 窪や林はほとんど紬 を生産 していない。大正元
(1912)年における旧絹川村の職業別現住戸数を示す と表2の ようになる。
当時の現住戸数は533戸であり,人 口は3,947人であった。農業を専業とし






表3旧 絹川村における織物業 一 明治44(1911)・年 一
＼ 機業戸数(戸) 機 数(台) 職工数(人)力織機 手織機 男 性 女 性
工 場 一 一 一 『 一
家内工業 248 一 251 『 315
織 元 一 一 一 一 一
賃 機 業 一 一 一 一 一
出所1旧 絹川村役場文書 によ り作成。
注:1)『 絹川村事 蹟簿』 には,単 位が記入 されていなか ったため,
筆者が補入 した。
2)「一」 は数値な し。
表3を み ると,機 業戸数 は248戸とな ってお り,表2に おいてみた工業 を
兼業 して いる戸数 と数値 がほ とん ど一致 す ることがわか る。 それ らは全て家
内工業 とい う形態 をと ってお り,工 場 は皆無 であ った。 さらに,織 機台数が
251台で ある とい うことか ら,織 機 は1戸 に1台,多 くて も2台 であ るこ と
や,織 工 は全て女性 であ った ことを この時期 の紬生産 の特徴 と して読み とる
ことがで きる。 また,旧 役場文書 によ り同年 の旧絹川村 におけ る織 物生産 を
数量的 にみ ると,紬 の生産反数 が2,259反,生産価額 が18,072円であ り,木
綿の生産反数が20反,生 産 価額32円 であ った。 このこ とか ら,こ の時期 に











明治21(1888)年の地籍図をもとに,大 字中の小字名 と土地利用を示 し
た ものが,図6と 図7で ある。集落の東側に鬼怒川が流れ,鬼 怒川東側の一
部も大字中の領域 となっている。宅地は小字名と対照すると,主に北,内 出,
船戸,田 中内,泉 に集中しているω。土地利用をみると,集落北部か ら中央
の一部にかけて水田が展開 し,宅地を除くその他はほとんど畑となっている。
面積的には畑のほうがやや多いと推測される。小字名でいう前川原,向 上川
原;向 中川原,向 下川原はほとんどが畑であるが,大 正期の地形図を合わせ
て検討すると,鬼怒川に最 も近接 している川原では,桑園が卓越 していたこ
とがわかる(図5)。戸数,水 田と畑,桑 園の割合をみると,農業は小規模
であると推測され,農 業のみで暮 らしを立てていたとは考えにくい。それを

































































出所1鈴 木宥 山製図 明治21年地籍図 〈法務局所蔵〉 により作成。
注:土 地利用につい ては,明 治21年当時の もの ではな く,そ の後の地 図利用の過程
で付加 され た可能性 もある。地 図中,土 地 利用が不明で ある部分 は着色せず。
図7旧 絹川村大字中の地割と土地利用 一 明治21(1888)年一
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表4明 治10(1877)年の諸営業税納税者にみる大字中の生業
業 種 税額/人 納税者数(人)
質 屋 50銭 1




洋 物 25銭 2
河岸荷運送 35銭 2
酢 子 12銭5里 1
洗 場 12銭5里 1




菜種,紬 縞,川 魚猟,蚕 種紙,繭 であり,この史料か ら当該地域において複
数の商品生産とその販売が行われていたことを窺い知 ることができる⑥。明
治初期の同村においては,鬼 怒川による河川交通を背景として,商 品作物や
手工業品を生産する暮 らしが展開 していたことが推測され る。 中でも,「百
弐拾端」の紬縞が移出されていることは,明治初期の旧絹川村大字中におい
て,既 に商品としての絹紬が生産されていた証拠として注目される。
これをふまえ,次 に集落の生業構造を検討 してみよう。表4は,明 治10
(1877)年前半年の結城郡中村における諸営業税の内訳 とその納税者数を一
覧にしたものである。業種として確認できるのは,質屋,料 理店,菓 子,洋
物,河 岸荷運送,酢 子,洗 場,打 網釣漁であるθ。漁業や河岸荷運送など,
鬼怒川との関わりを有する業種のほか,料理店として納税 している者が9人,





屋 号 軒 数 屋 号 軒 数
籠 屋 3 まん じゅう屋 1
下 駄 屋 2 粉 屋 1
傘 屋 1 するす屋 1
鍋 屋 1 やきいも屋 1
渡 し場(へ や) 1 自転車屋 1
お 湯 屋 1 浜のうち 1
こ う や 1 隠 居 屋 1
質 屋 1 観 音 前 1
めぎり屋 1 畑 の 中 1
屋 根 屋 1 大 野 屋 1
水 車 1 上 州 屋 1
出所:聞 き取 り調査 によ り作成。
注:1)「 めぎ り屋」 はの こぎりの 目立 てをする。「するす屋」 は粉屋。
2)デ ータは判 別分のみ。
連想させ る 「渡 し場」 という屋号や,河 岸場としての賑わいを連想させる






ことが特筆 される。冒頭で述べたように,聞 き取 り調査によれば,大字中で









うをみると,人 々は農業 ・商業 ・漁業 ・水運業 ・農産加工業などを組み合わ
せて暮 らしを立てており,紬生産はその組み合わせに非常 にうまく位置づけ
られる存在であったという解釈 も可能となろう。





私生活非常の困難を来 し居 るものな し」㈲ という状況になり得たことと無関
係ではないと思われる7)。このような側面は,暮 らし全体の視点か らみた紬
生産の意味づけとして再評価すべき点であろう。
2.ある家族の暮 らし一 氏家家を事例として 一
以上のような大字中の集落構造と景観を舞台 として,一 家族内において紬
生産は実際にどのように行われていたのであろうか。聞き取 り調査から得 ら
れた情報をもとに,旧絹川村大字中に暮 らした氏家すみを事例 として,そ の
一端に触れてみよう。氏家すみは明治18(1885)年,旧絹川村の南に隣接











聞き取 り調査 によれば,す みの夫(明 治20(1887)年生まれ)は 鬼怒川
で船を扱い,東 京まで荷物を運搬する仕事に従事 していた。また,夫 の祖父
は 『明治十年前半年諸営業税之表第七大区二十四区結城郡中村』⑩ に 「打網
釣漁営業税」を12銭納めているという記載があることから,氏家家では明








IVむ すび にかえて 一 紬生産の成立要因に関する一考察 一
旧絹川村の大正2(1913)年における所有 ・経営耕地別農家戸数は5反 未
満の割合が高 く農業規模は小規模であった。 しかし,稲作反当収量の高さや




河岸場 としての賑わいを窺わせる生業が確認され,大字中では農業 ・商業 ・






提示することができる。第1点 目は,人 々は年間を通 して労働力や時間を融








本報告において残 された課題 も多い。筆者は別稿において,第2次 世界大






















(3)屋 敷地に該当す る小字名は,平 成16(2004)年現在 も集落内の通称地区名
として機能 している。
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